
 

第 ２ 回  

胎 内 市 総 合 計 画 策 定 に 係 る  

市 民 ワ ー ク シ ョ ッ プ  
 

◇日 時  平成 28 年３月 16 日（水）19：00～21：00 

◇場 所  胎内市役所 501 会議室 

◇次 第 

時 間 全
体 

ｸﾞﾙ 
ｰﾌﾟ 内    容 

19:00～19:05 

（約5分） 

○  １．開 会 

２．あいさつ 

19:05～19:15 

（約10分） 

○  ３．資料の説明 

 ・市民ワークショップの到達目標（前回の補足） 

 ・本日の作業内容 

19:15～20:30 

（約85分） 

 ○ ４．グループ別討議① 

 ・前回の検討内容のふりかえり 

 ・まちづくりの方向性について意見交換 

20:30～20:50 

（約20分） 

○  ５．全体発表 

 ・グループ別討議の内容の発表 

 ・他のグループへの意見・提案を付箋に書いて提出 

20:50～21:00 

（約10分） 

○  ６．閉会 

 ・次回の予定について 

 

 

 

    ～本 ワークショップの心 得 ～  

全 員 で  
遠慮せずに積極的に発言を！ 
「つまらない意見かも」と考えずに話し合いの輪に参加しましょう！ 

楽 しく  他の人の意見を否定しない！自分とは異なる視点や意見を尊重しましょう！ 

意見“交換” 発言は手短に！他の人が発言する時間を奪わないようにしましょう！ 

 

市長になった 
つもりで 
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■市民ワークショップの到達目標（前回の補足） 

現行の計画（皆さまにお配りした冊子「第１次胎内市総合計画」）の体系図（冊子 16 頁参照）を使って、ワークショップの全体プログラムと今回の検討テーマについて、もう一度ご説明します 

 
 第４回 住民提案のまとめ：ここまでの検討内容を１つのストーリーとしてまとめる（「市の現状はこう」→「だからこういうまちを目指す」→「そのためにこんなことに取り組む」） 

基
本
理
念
「
自
然
が
活
き
る
、
人
が
輝
く
、
交
流
の
ま
ち
」 

（1）自然と文化を大切にし、
未来を創造するまち 

《自然環境Ｇ》 

⇒冊子 21～47 頁参照 

（4）新しいしくみにも 
対応できるまち 

 
⇒冊子 119～135 頁参照 

（3）活力と希望を生み、 
交流を育むまち 

《産業振興Ｇ》 

⇒冊子 93～117 頁参照 

（2）住む人が安心・快適に
暮らせるやさしいまち 

《福祉・健康Ｇ》 

⇒冊子 49～91 頁参照 

① 水と緑を守り、地域の自然と地球の環境を考えるまちづくり 

② 緑のステージで、いきいきとした子供たちと未来を育むまちづくり 

③ 歴史と文化を再発見し、新しい情報発信と国際交流を促進するまちづくり 

④ 自然と親しむ生涯学習、自然を満喫できる生涯スポーツのまちづくり 

① 自然と共生できる機能的で快適な都市基盤を有するまちづくり 

② 憩いの場や住宅地を水と緑で演出するまちづくり 

③ 心のふれあう福祉と子育て支援のまちづくり 

④ 元気な家族を応援する保健と医療を推進するまちづくり 

⑤ 防犯・防災に配慮した安全で、安心して暮らせるまちづくり 

① 農・工・商業の基盤整備とネットワーク化を促進するまちづくり 

② 自然と観光事業を一体的に考え、ツーリズムの拠点となるまちづくり 

③ 新しい活力を生みだす産業育成と雇用を促進するまちづくり 

④ 農村環境を地域間交流に活用し、活力と定住を生むまちづくり 

① 新市の計画を推進するための行政基盤を備えたまちづくり 

② 新制度や住民ニーズに対応するため、更なる行政改革を推進するまちづくり 

③ 積極的な情報提供と市民参加型（パートナーシップ）行政によるまちづくり 

具体の 

施策・事業 
施
策
・
事
業
の
実
施 

ま
ち
の
課
題
の
解
決
・
市
民
の
生
活
の
向
上
へ 

文化・教育 

エコ 

自然環境 

具体の 

施策・事業 

具体の 

施策・事業 

具体の 

施策・事業 

防災・防犯 都市基盤 

福祉・健康 少子化対策 人権・平等 

産業 

雇用 

交流 

行財政 市民参加 

 第１回 

胎内市の 

現状の整理 

（開催済） 

第２回・第３回 

まちづくりの方向性の検討：「こんなまちにしたい」「こんなことがしたい」のイメージを出しあい、文章やキーワードでまとめる 

 

目標を実現する施策案の検討：「こんなことがしたい」という内容を具体化したプロジェクト（施策案）を検討する 

まちづくりの方向性に対応 目標を実現する施策に対応 胎内市の現状に対応 

相互に関連する内容なので、「こんなまちにしたい」「こんなことがしたい」を行き来しながら検討を進める 

 

（
左
か
ら
右
：
計
画
～
事
業
実
施
の
流
れ
） 

 

具
体
の
施
策
・
事
業 

（
右
か
ら
左
：
検
討
の
流
れ
） 

 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
全
体
プ
ロ
グ
ラ
ム 

（13） （92） 

（21） （138） 

（12） （65） 

（８） （14） 
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■本日の作業内容 

第２回・第３回のワークショップのテーマは、「まちづくりの方向性の検討」です。 

前回の検討内容を踏まえて、「こんなまちにしたい」あるいは「こんなことがしたい」というアイディアを検討します。 

  ・どんな良い点を活かしていくのか：例えば、「自然が豊か」→使うのか守るのか？／「ボランティア団体が多い」→何ができる？／「米粉等の特産品」→どこにどう売り込む？ 

  ・どんな悪い点を改善していくのか：例えば、「PR が足りない」→一番の売りは？／「良い取組はあるが広がりがない」→どうする？／「求人が少ない」→これから伸びる分野は？ など 

を手がかりに考えてみましょう。 

 

作業は次のような流れで進めていきます。 

ＳＴＥＰ１ 前回の検討内容のふりかえり（時間：5～10分） 
○ ワークショップの成果のまとめを見ながら検討内容を振り返ります。 

○ 言い忘れたこと、後から思い付いたことがあれば補足をお願いします。 

  

ＳＴＥＰ２ ご意見を付箋に記入（時間：5～10分） 
○ 冒頭で少し時間をとって、最初のアイディアを手元の付箋（黄色）に記入します。 

○ 書き方は、「○○なまち」とする必要はありません。「○○を活かす」「○○を解決する」等の文章やキーワードでも結構です。 

  

ＳＴＥＰ３ 付箋の紹介と意見交換（時間：約 40分） 
○ ２で書いていただいた付箋を順番に紹介していただき、目の前の模造紙に貼りつけていきます。 

○ 出揃った付箋を眺めながらさらに意見を出しあって、グループの考えを深めましょう。 

  

ＳＴＥＰ３ まちづくりの方向性のまとめ（時間：約 30分） 
○ 同じような付箋をまとめて、共通するまちづくりのイメージを整理します。 

○ 時間があれば、全体を総括するようなキャッチコピーも考えましょう。 

  

ＳＴＥＰ４ 全体発表（時間：約 20分） 
○ 各グループ 5 分程度で、代表の方からどんな話が出たのかを発表していただきます。 

○ 発表を聞きながら、他のグループへの意見や提案があれば付箋に書いてください。 

○ 全グループの発表が終わったら、書いた付箋をそのグループのところに提出し、次回の検討のヒントにします。 

 

 

■お願い 

今回は、まちづくりの目標やイメージを話し合います。 

前回同様にご意見を付箋に整理していきますので、「こんなまちにしたい」というイメージを考えてみてください。参考となる事例（「○○市が良い」でもＯＫ）や写真等があれば是非ご持参ください。 

「こんなまちにしたい」を考えるのが難しい時は、現行の計画（皆さまにお配りした冊子「第１次胎内市総合計画」）を見て、良いな／もう少し改善したいなと思う施策等を抜き出してみてください。 

 


